
ビットコイン イ−サリアム ビットコインキャッシュ XRP

2020年3月30日 2020年3月30日 2020年10月26日 2020年11月4日

日本語の名称 ビットコイン イ−サリアム ビットコインキャッシュ エックスア−ルピ−（リップル）

現地語の名称 Bitcoin Ethereum Bitcoin Cash XRP（Ripple）

呼称（日本語の名称と同じ場合は−表記） − − − −

ティッカ−コ−ド（シンボル） BTC、XBT ETH BCH、BCC XRP

発行開始（年、月、日） 2009年1月3日 2015年7月30日 2017年8月1日 2012年9月（Ripple Consensus

Ledgerの開始日）

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $254,485,541,126 $46,309,598,400 $4,379,000,000 $10,518,586,978

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥26,466,496,277,104 ¥4,856,487,584,208 ¥459,300,000,000 ¥1,101,084,875,752

主な利用目的 送金、決済、投資 送金、決済、スマ−トコントラ

クト

送金、決済、投資 送付（送金）、決済、投資

利用制限の有無 − なし − −

海外流通の有無 あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり あり

店舗等の利用制限の有無 − なし − −

利用制限を行う者の属性 − なし − −

利用制限の内容 − なし − −

取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日
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分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産。

分散型アプリケ−ションが動作

する実行環境の役割を果たす特

徴を持つ。

分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産。

・XRPは金融機関の送金において

法定通貨間のブリッジ通貨として

オンデマンドの流動性を提供する

役割を有している。これによって

金融機関は従来よりも格段に流動

性コストを下げつつも送金先のリ

−チをグロ−バルに広げることが

できる。

・XRPはRipple Consensus

Ledger上での取引における取引料

としての性格も有している。ネッ

トワ−クへの攻撃が起こった時に

は手数料が自動的に釣り上げられ

るため、攻撃が未然に防げる仕組

みとなっている。XRPは3〜5秒ご

とにファイナリティをもって決済

を行うことができ、1秒につき

1,500の取引を決済できるスケ−

ラビリティを有する構造となって

いる。

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２

号の別　例：第1号）

第1号 第1号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称

− − − −

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有

無および名称

− なし − −

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）

− なし − −

支払請求（買取請求）による受渡資産 − − − −

【
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発行者が保有者に付与するその他の権利 − なし − −

発行者に対して保有者が負う義務 − なし − −

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 − なし − −

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織

の形態

パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 ハッシュ関数（SHA−256、

RIPEMD−160）、楕円曲線公開

鍵暗号の暗号化処理を施しデ−

タを記録

公開鍵暗号の暗号化処理を施し

デ−タを記録

ハッシュ関数（SHA−256、

RIPEMD−160）、楕円曲線公開

鍵暗号の暗号化処理を施しデ−

タを記録

・取引はED25519とSECP256K1

によって暗号署名が行われ、ハッ

シュにはSHA512 halfが使われる

・Multi−sign機能によって高度

のセキュリティを可能としている

利用者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信

した移転デ−タと特定し、記帳

する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信

した移転デ−タと特定し、記帳

する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信

した移転デ−タと特定し、記帳

する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技

術により、利用者本人が発信した

移転デ−タと特定し、記帳する

【

基

礎

情

報

】



価値移転記録の信頼性確保の仕組み Proof of work

コンセンサスアルゴリズム（分

散台帳内の不正取引を排除する

ために、記録者全員が合意する

必要があるが、その合意形成方

式）の1つであり、一定の計算量

を実現したことが確認できた記

録者を管理者と認めることで分

散台帳内の新規取引を記録者全

員が承認する方法

現状はBitcoinと同様のPoWを用

いているが、difficultyの累積和の

意味で最長のチェ−ンを採択す

るのではなく、アンクルブロッ

クの数も考慮して最も多くのブ

ロックが累積したチェ−ンを採

択する点で若干の差異がある。

また、Ethereum 2.0においてPoS

に移行する予定であり、いわゆ

るマイニングの代わりとして、

ETHをステ−クしている量に応

じてブロック生成権が付与され

る形態となる。

Proof of work

コンセンサスアルゴリズム（分

散台帳内の二重取引を排除する

ための合意形成方式）の一つで

あり、そのときのナンスのタ−

ゲット以下のブロックハッシュ

であるブロックを各自のノ−ド

が任意に取り込み、最も計算量

の多いチェ−ンを正当と見な

す。

・Ripple Consensus Ledger

（RCL）はビザンチン将軍問題を

解決する独自のコンセンサスアル

ゴリズムを採用し、Proof−of−

Workよりもより速くかつ効率的

に取引を承認することができる

・信頼される認証済み法人バリデ

−タ（検証者）が取引についての

投票を行い、80%以上の合意が得

られた取引については承認を行

う。RCLでは決済が3〜5秒ごとに

実行され、1秒につき1,500の取引

まで対応できるスケ−ラビリティ

を有する

誕生時に技術的なベ−スとなったコインの有無と

その名称

（アルトコインのみ）

− なし BTC −

取引単位の呼称 1 BTC = 1,000 m BTC

ｍ：ミリ

1 m BTC=1,000 μ BTC

μ：ミクロン

1 μ BTC=1 bits

bits：ビッツ

1 bits=100 satoshi

finned=0.001ETH

szabo=0.000001ETH

wei=0.000000000000000001ET

H

1 BCH= 1,000m BCH

ｍ：ミリ

1 m BCH=1,000μ BCH

μ：ミクロン

1 μ BCH=1bits

bits：ビッツ

1 bits=100satoshi

1 XRP = 1,000,000 drop

保有・移転記録の最低単位 1 satoshi ( = 0.00000001 BTC) 1wei (=0.000000000000000001

ETH)

1 satoshi （ = 0.00000001

BCH）

1 drop （ = 0.000001 XRP）

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 − なし − −

制限内容 − − − −

交換市場の有無 あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 − なし − −

価値連動する資産等の名称 − − − −
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価値連動する資産等の内容 − − − −

価値連動する資産との交換の可否 − − − −

価値連動する資産との交換比率 − − − −

価値連動する資産との交換条件 − − − −

その他の付加価値（サ−ビス）の有無 − あり − −

付加価値（サ−ビス）の内容 − Ethereumネットワ−ク上でのス

マ−トコントラクトの記録と実

行

− 金融機関の国際送金において流動

性確保するためのブリッジ通貨と

して使われる。Ripple Labs Inc.

とR3 LLCが共同で行い、12の金

融機関が参加した実証試験では

XRPを使用することで送金コスト

が60%低減できることが実証され

た。

過去3年間の付加価値（サ−ビス）の提供状況 − 安定してサ−ビスが続いている − ・上記の通り、2016年に金融機関

による実証試験が行われた

・マネ−グラム社がXRPを利用し

米国とメキシコ間でODLを利用し

た国際送金を初めて行っている

・FlashFXはフィリピンへの支払

いで正式にODLを導入した

（AUD/PHP）

発行者 − あり − あり

発行主体の名称 プログラムによる自動発行 Ethereum Foundation プログラムによる自動発行 Ripple Labs Inc.

発行主体の所在地 − スイス連邦ツ−ク州 − San Francisco, California, U.S.

発行主体の属性等 − 次世代の分散型アプリケ−ショ

ンの開発

− ソフトウェア開発

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理

Ripple Labs Inc.

（https://ripple.com/）
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発行暗号資産の信用力に関する説明 多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み

ブロックチェ−ンによる保有・

移転管理台帳による記録管理と

重層化した暗号化技術による記

録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情

報の秘匿性

多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み。

ブロックチェ−ンによる保有・

移転管理台帳による記録管理と

重層化した暗号化技術による記

録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情

報の秘匿性

最も計算量の多いチェ−ンを正

当とみなす作業証明により信用

を担保している

XRPはオ−プンなネットワ−ク上

で固有のコンセンサスアルゴリズ

ムによって取引が承認され、暗号

化技術による堅牢なセキュリティ

構造を有する。取引が承認される

ためには80%以上の認証済み法人

バリデ−タが合意をする必要があ

り、承認された取引はグロ−バル

に共有されたパブリックな台帳に

記録され、改ざん不可能となる。

XRPは国際送金の法人向けユ−ス

ケ−スをサポ−トする機能を有し

たデジタルアセットであり、銀行

によって直接保管され使用される

実証試験が行われた唯一の独立型

暗号資産である。

XRPはネットワ−ク開始以降2900

万回台帳が更新されており、2016

年には一度もダウンタイムは発生

しておらず、強固なネットワ−ク

により支えられている。

発行方法 分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

初期発行と、分散型の価値保

有・価値移転の台帳デ−タ維持

のための、暗号計算および価値

記録を行う記録者への対価・代

償としてプログラムにより自動

分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

2012年のネットワ−ク発足時に全

て発行済み

発行可能数 20,999,999.9769 BTC 未定 20,999,999.9769 BCH 100,000,000,000 XRP

発行可能数の変更可否 可 不可 可 不可（全量発行済みのため追加発

行無し）

【

発
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変更方法 発行プログラムの変更 − 発行プログラムの変更 Ripple Consensus LedgerのP2P

サ−バ向けソフトウェアである

rippledのプログラム変更（現時点

では発行するプログラム自体が存

在しないので、新規に作成する必

要がある）

変更の制約条件 分散型保有・移転管理台帳の記

録者の95％以上の同意及び記録

者によるプログラム修正の実施

− 分散型保有・移転管理台帳の記

録者の95％以上の同意及び記録

者によるプログラム修正の実施

・80％以上のバリデ−タが合意し

なければならない

・合意後に、プログラムの修正を

実施する必要がある

発行済み数量 18,528,231 BTC 113,160,000 ETH 18,274,075 BCH 100,000,000,000 XRP

今後の発行予定または発行条件 ・1ブロックを更新するごとに

6.25BTCを新規発行している

・210,000ブロックの更新を終え

るごとに1ブロック更新による新

規発行数が半減する仕組みと

なっている

・2020年10月28日18:00時点で

のブロック数＝654,536個

 （デ−タ取得元）

https://btc.com/

・現行は平均13.3秒につき1ブ

ロックを生成、1ブロックあたり

の報酬2ETH+トランザクション

手数料

・Ethereum 2.0に移行完了後

は、PoWによるマイニングは廃

止（ただし、並行して新旧２つ

のチェ−ンが当面稼働の予定）

・代わって、PoSによるステ−キ

ング報酬へと移行し、およそ年

率0.5%程度のインフレ率で発行

される

− ・2012年に全て発行されており、

今後の発行予定は無い

・発行済のXRPの約62%（2017年

9月時点）をRipple Labs Inc.が保

有し、市場に分配している。約

37%はすでに市場に流通している

【

発

行
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過去３年間の発行状況 保有・移転管理台帳の管理者に

対し、以下の数量を発行

2017年1月1日〜2017年12月31

日　694,625 BTC

2018年1月1日〜2018年12月31

日　676,250 BTC

2019年1月1日〜2019年12月31

日　677,513 BTC

（デ−タ取得元）

https://www.blockchain.com/j

a/charts/total−

bitcoins?timespan=all

・約15秒に一回のマイニング報

酬としてETHが支払われる

・2015年7月の稼働時は5ETHで

あったが、2017年10月のハ−ド

フォ−クで3ETHに減少し、2019

年1月のハ−ドフォ−クで2ETH

へと減少した

・2020年1月時点では発行済量が

105,867,881あり、2020年10月26

日時点では113,160,038へ増えた

− −（2012年に全て発行済）

過去３年間の発行理由 分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行

2014年7月~8月　クラウドセ−

ルによる発行

2015年7月30日以降 プログラム

による自動発行

− −

過去３年間の償却状況 − なし − 2018年5月28日の99,992,075,649

から2020年11月4日までに

1,216,776が消滅され、

99,990,858,873となった。

過去３年間の償却理由 − − − ネットワ−クを攻撃者から守るた

めのメカニズムとして手数料を課

し、その手数料分のXRPを消滅さ

セ−ル

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 − なし − −

監査を実施する者の氏名又は名称 − − − −

直近時点で行われた監査年月日 − − − −

直近時点における監査結果 − − − −

ブロックチェ−ン技術の利用の有無 あり あり あり あり

【
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ブロックチェ−ンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型台帳（「ブロック」

の代わりにその時点での全ての情

報を含む「台帳」（スナップ

ショット）が公開される）

ブロックチェ−ン技術を利用しない場合には、そ

の名称

− − − −

利用するブロックチェ−ン技術以外の技術の内容 − − − −

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号デ

−タを記録者が解読し、利用者

および移転内容の真正性を確認

して価値移転記録台帳の記録を

確定する

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号デ−タを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真

正性を確認して価値移転記録台

帳の記録を確定する。

トランザクションの形式と多重

支払いをしていないかのチェッ

ク、ブロックの形式と最も大き

な作業証明(Proof of Work)を持

つチェ−ンを確認している。後

続のブロックが連なるに従っ

て、チェ−ンが覆る確率が低く

なっていき覆すのが難しくなる

仕組みである。

・独自のコンセンサスアルゴリズ

ムに基づく

・3〜5秒ごとにバリデ−タが台帳

における新たな取引について投票

を行い、80％以上の合意を得た取

引が承認されたとみなされ、パブ

リックな台帳に記録される

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開 公開

保有者個人デ−タの秘匿性の有無 あり あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

オ−プンソ−ス・ネットワ−ク

の脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−

ン）を用い、難易度の高い作業

証明の蓄積されたチェ−ンが選

択されることがBitcoinのコンセ

ンサスアルゴリズムによって規

定されており、デ−タ改竄の動

機を排除し、信頼性を確保して

いる。

オ−プンネットワ−クの脆弱性

に対し、暗号により連鎖する台

帳群（ブロックチェ−ン）およ

び記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを

用い、多数の記録者のネットワ

−クへの参加を得ることによっ

て、デ−タ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

オ−プンソ−ス・ネットワ−ク

の脆弱性に対し、暗号により連

鎖する台帳群（ブロックチェ−

ン）を用い、難易度の高い作業

証明の蓄積されたチェ−ンが選

択されることがコンセンサスア

ルゴリズムによって規定されて

おり、デ−タ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保している。

・健全なネットワ−クを保全する

動機を有する認証済法人バリデ−

タによって取引が承認される仕組

みを有している

・ネットワ−クの攻撃に対して自

動的に取引手数料が釣り上がる仕

組みを有しており、攻撃を未然に

防ぐことができる

価値移転認証の仕組み

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明



記録者の数 不定だが主なPoolとそのシェア

に関しては以下を参照

https://www.blockchain.com/c

harts/pools

79団体

https://investoon.com/mining_

pools/eth

不定のため直近24時間・48時

間・4日に機能した記録者数とし

て以下を参照

https://bch.btc.com/stats/pool

?pool_mode=year

89のバリデ−タ（検証者）ノ−ド

（2020年11月時点）

注：他のパブリックブロックチェ

−ンにも言えるように、ノ−ドは

情報の共有を拒否することも可能

であるため、上記の数字はRipple

Labs Inc.が把握している部分の数

字のみを示している

記録者の分布状況 主に中国 不特定 主に中国 世界中に分散

記録者の主な属性 誰でも自由に記録者になること

ができる

不特定、誰でも自由に記録者に

なることができる。

誰でも自由に記録者になること

ができる

誰でも自由に記録者になることが

できるが、信頼されているバリデ

−タの投票だけが投票プロセスに

おいて考慮される

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う

記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う。

記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う

・取引が一旦記録されると、取引

は変更することができない

・承認された送金はキャンセ−ル

することができないので、その送

金を無効とするためには反対の取

引を別途行う必要がある

【

価

値

移

転

の

記

録

者

】

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明



記録者の信用力に関する説明 記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのも

のを信用の基礎としている

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのも

のを信用の基礎としている。

作業証明(Proof of Work)が最も

多いチェ−ンが正しいという合

意によって信用が維持されてい

る

・パブリックな台帳ネットワ−ク

を保持する動機がある、確認・証

明済みの法人がバリデ−タ（検証

者）になっている。

・そのうち、トップのバリデ−タ

運用のパフォ−マンスを示した複

数のバリデ−タのみがUnique

Node List （UNL）という推奨リ

ストに追加され、ネットワ−クの

ノ−ドによって参照されるため

個々の記録者の信用は必要としな

い仕組みになっている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 − なし − −

監査を実施する者の氏名又は名称 − − − −

直近時点で行われた監査年月日 − − − −

その監査結果 − − − −

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無 − なし − −

統括者の名称 − − − −

統括者の所在地 − − − −

統括者の属性 − − − −

統括者の概要 −

【

価

値

移

転

の

記

録

者

】



多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用い

ることによって、記録台帳を改

竄することができる脆弱性があ

り、51%攻撃とも呼ばれる

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用い

ることによって、記録台帳を改

竄すること発行プログラムを改

変することができる。

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用い

ることによって、記録台帳の改

竄およびブロックチェ−ンデ−

タの改変が可能になる

・信頼するバリデ−タが意に反し

て結託した場合、台帳とデ−タは

改ざんされる可能性がある。

・また、暗号資産の移転等を支え

るコミュニティの崩壊等により、

暗号資産の移転が不可能となる可

能性及びその他の理由等に起因

し、最悪の場合は、暗号資産の価

値がゼロとなる可能性がある。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 − 第三者に秘密鍵を知られた場合

には、利用者になりすまして送

付指示を行うことができる。

− ・第三者に秘密鍵を知られた場合

には、利用者になりすまして送付

指示を行うことができる。

・Ripple Consensus Ledgerは

「Multisign」という機能を有し

ており、取引を承認する際に複数

の秘密鍵を使用することによっ

て、１つの秘密鍵が盗まれても損

失を被らないような堅牢なセキュ

リティ構造を提供している。

価値移転ネットワ−クの脆弱性に関する特記事項【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】



発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する

特記事項

BTC価格の下落（対法定通貨）

等に起因したマイナ−撤退によ

り、ハッシュパワ−が低下し、

セキュリティ低下を招く可能性

がある

なし − −

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】



価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性

に関する特記事項

− − − −

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】



移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項 マイニングに参加するマイナ−

が少ないもしくは全くいなく

なった場合、移転の記録が遅延

もしくは進行しない恐れがある

− ブロック生成が遅れることに

よって記録遅延が生じる。

信頼されるバリデ−タの大多数の

ネットワ−ク接続が失われた場

合、接続が復活するまで価値移転

の記録が遅延する可能性がある。

また、信頼されるバリデ−タが互

換性のないソフトウェアのバ−

ジョンを使用した場合、大多数の

バリデ−タが互換性のあるソフト

ウェアに移行するまで、または、

非互換のソフトウェアを使うバリ

デ−タを投票プロセスから除外す

るという設定をするまでは価値移

転の記録が遅延する可能性がある

現時点ではプログラムが適正に

機能し、所有デ−タの改竄、同

一のBitcoinの異なる者との取

引、複数の所有者が同一の

Bitcoin を同時に保有する状況な

どの不適切な状態に陥ることを

排除しているが、未検出のプロ

グラムの脆弱性やプログラム更

新などにより新たに生じた脆弱

性を利用し、デ−タが改竄さ

れ、価値移転の記録が異常な状

態に陥る可能性がある。

ブロックチェ−ン上にデプロイ

されたコントラクトコ−ドに脆

弱性があった場合に不正に資産

が盗み取られるリスクがある。

現時点ではプログラムが適正に

機能し、所有デ−タの改竄、同

一のBitcoin Cashの異なる者と

の取引、複数の所有者が同一の

Bitcoin Cashを同時に保有する

状況などの不適切な状態に陥る

ことを排除しているが、未検出

のプログラムの脆弱性やプログ

ラム更新などにより新たに生じ

た脆弱性を利用し、デ−タが改

竄され、価値移転の記録が異常

な状態に陥る可能性がある。

・どのようなソフトウェアにも言

えることだが、ソフトウェアの不

具合が問題を引き起こす可能性は

否定できないが、Ripple Labs

Inc.では新しいバ−ジョンがアッ

プデ−トされる前に入念なQAを

行っており不具合の可能性を最小

化している。

・Ripple Consensus Ledgerはこ

れまで2,900万回、一度もフォ−

クなどの大きな問題は経験するこ

となく台帳を更新している。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】



過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に

関する特記事項

2018年9月に無限増殖バグ等が

発見され、Bitcoinが無限に発行

できる危険性があったが、既に

解消されている

https://coinpost.jp/?p=47597

Ethereum上のアプリケ−ション

「The DAO」のプログラム（ス

マ−トコントラクト）のバグ

（脆弱性）を攻撃されて、集

まったファンド資金３分の１以

上を盗み取られた事例がある。

2019年5月15日ハ−ドフォ−ク

後バグ発生

https://cc.minkabu.jp/news/25

57

−

非互換性のアップデ−ト(ハ−ドフォ−ク）の状

況

Bitcoinのハ−ドフォ−クは以下

の通り

2017年8月1日 ビットコイン

キャッシュ（BCH）

2017年10月24日　ビットコイン

ゴ−ルド（BTG）

2017年11月24日　ビットコイン

ダイヤモンド（BCD）

2017年12月12日　ス−パ−ビッ

トコイン（SBTC）

2017年12月18日　ライトニング

ビットコイン（LBTC）

2017年12月27日　ビットコイン

ゴッド（GOD）

（取得元）

https://coinpedia.cc/bitcoin−

hard−fork

2016年7月 The DAOの攻撃に

よって盗まれたDAOを取り戻す

Ethereum Classicハ−ドフォ−

ク（注1）

2018年11月16日　ABC系とSV系

の分裂

2020年11月15日　ABC系と

Bitcoin Cash Node(BCHN)の分

裂

−

今後の非互換性アップデ−ト予定 − − − −

正常な稼働に影響を与えたサイバ−攻撃の履歴 − − − −

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】



価格デ−タの出所 出所：CryptoCurrency Market

Capitalizations

URL:https://coinmarketcap.com

/currencies/ethereum/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/coi

ns/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/coin

s/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：

＄1.000.000）

$13,735.02 $409.24 $235.92 $0.23

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：

￥100.000.000）

¥1,428,442.08 42,917.00 ¥24,744 ¥24.57

ドル/円計算レ−ト 1ドル/約104円（2020年10月28

日基準）

104.87円/ドル 1ドル/約104円 1ドル/約105円

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位

は百万円）

1,869,929 50,398 百万円 28,775 (2020/4~6) 143,784

備考 − − 注1　旧来のイ−サリアムをハ−

ドフォ−クすることにより、

2016年6月の自律分散型投資ファ

ンド「The DAO」への攻撃に

よって盗難されたDAOを救出し

た。このHFを支持しなかったマ

イナ−によって存続することと

なった旧仕様のイ−サリアムは

Ether Classicに改称され、HF側

がイ−サリアムの名称を引き継

いだ。スマ−トコントラクトの

実行プラットフォ−ムとして開

発された現在のETCの性格を引

き継いている。

−

【

流

通

状

況

】



日本語の名称

現地語の名称

呼称（日本語の名称と同じ場合は−表記）

ティッカ−コ−ド（シンボル）

発行開始（年、月、日）

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000）

時価総額（円基準、例：￥100.000.000）

主な利用目的

利用制限の有無

海外流通の有無

国内流通の有無

店舗等の利用制限の有無

利用制限を行う者の属性

利用制限の内容

取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日

【

基

礎

情

報

】

ライトコイン オントロジ− クアンタム ダイ

2020年10月31日 2021年7月5日 2021年9月8日 2023年1月27日

ライトコイン オントロジ− クアンタム ダイ

Litecoin Ontology Qtum Dai

− − − −

LTC ONT QTUM DAI

2011年10月 2018年6月30日 2017年9月13日 2019年11月18日

$3,656,741,432 $620,145,350 $1,143,834,153 $5,145,378,434.55

¥383,069,262,192 ¥68,215,988,500 ¥126,029,362,719 ¥668,358,931,755

送金、決済、投資 送金、決済、投資 送金、決済、投資 送金、決済

− − なし なし

あり あり あり あり

あり なし なし あり

− − なし なし

− − なし −

− − なし −



法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２

号の別　例：第1号）

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有

無および名称

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）

支払請求（買取請求）による受渡資産

【

基

礎

情

報

】

一般的な性格 分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

分散型のアイデンティティおよ

びデ−タ管理に特化した高性能

パブリックブロックチェ−ンプ

ロジェクトで、ONTは同ブロッ

クチェ−ン上のガバナンスト−

クンである

Bitcoinで用いられている安全性

の高い残高確認方式を採用しつ

つ、Ethereumと互換性のあるス

マ−トコントラクトを実装でき

るため、BitcoinとEthereumの

長所を掛け合わせた暗号資産と

言われる。

またProof of Stake Version 3の

採用により、ブロック生成者選

出の公平性を保ちつつ、Bitcoin

やEthereumのPoWを用いたシス

テムよりも少ない消費電力でト

ランザクション処理が可能。

Ethereumのブロックチェ−ン上

で発行されたト−クン

第1号 第1号 第1号 第1号

− − − −

− なし なし なし

− なし なし なし

− なし − なし



発行者が保有者に付与するその他の権利

発行者に対して保有者が負う義務

価値の決定

交換（売買）の制限

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織

の形態

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別

保有・移転記録の秘匿性

利用者の真正性の確認

【

基

礎

情

報

】

− なし なし なし

− なし なし なし

保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による スマ−トコントラクト等の仕組

みにより擬似的におよそ1米ドル

の価値を保つように制御されて

いるが、市場における需要と供

給によって決定する

− なし なし なし

パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン パブリック型ブロックチェ−ン

公開 公開 公開 公開

Scryptアルゴリズムを用いたプ

ル−フオブワ−ク

なし 公開鍵暗号の暗号化処理を施し

デ−タを記録

Ethereumに準じるため公開鍵暗

号の暗号化処理を施しデ−タを

記録する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信

した移転デ−タと特定し、記帳

する

取引所を通じて取引される場合

は取引所がKYCを行っている

ECDSA(secp256k1曲線)を用い

て秘密鍵と公開鍵を発行し、利

用者本人が発信した移転デ−タ

と特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信

した移転デ−タと特定し、記帳

する



価値移転記録の信頼性確保の仕組み

誕生時に技術的なベ−スとなったコインの有無と

その名称

（アルトコインのみ）

取引単位の呼称

保有・移転記録の最低単位

交換可能な通貨又は暗号資産

交換制限

制限内容

交換市場の有無

価値が連動する資産等の有無

価値連動する資産等の名称

【

連

動

す

る

資

産

の

有

無

等

】

【

取

引

単

位

・

交

換

制

限

】

【

基

礎

情

報

】

Proof of work

Scryptアルゴリズムを用いたプ

ル−フオブワ−クの仕組みによ

り、Litecoinブロックチェ−ン

の維持管理に参加する者が、ブ

ロック生成に必要な、およそ2分

30秒（150秒）間隔で発見可能

な難易度に調整され、かつ完全

に確率的で計算コストの掛かる

特定のナンス（nonce）を見つ

け、Litecoinネットワ−クに対

し伝播することをもって、維持

管理参加者が指定するアドレス

に対してプロトコルから付与さ

れる。

Ontologyで採用されている

VBFTアルゴリズムは、

Verifiable Random Function

（VRF）によって導入されたラ

ンダム性により、代替提案ノ−

ド/検証ノ−ド/確認ノ−ドが異

なる仕組みとなっており、どの

ノ−ドが参加するか予測は困難

である。このためコンセンサス

アルゴリズムへの攻撃に対する

耐性が大幅に向上する。

Proof Of Stake Versoin 3を元に

独自に改良を加えた価値移転記

録ロジックを使用しており、ス

テ−キングの量に応じてブロッ

ク生成者を選出し分散台帳に書

き込みを行う方法

ERC−20ト−クンであるため、

Ethereumのブロックチェ−ンで

使用されているPoS (Proof of

Stake)の枠組みに則って記録が

管理されている

BTC − なし ETH

1 LTC = 1,000m LTC

ｍ：ミリ

1 m LTC = 1,000μ LTC

μ：ミクロン

1 μ LTC = 1 bits

bits：ビッツ

1 bits = 100 satoshi

1ONT QTUM DAI

1 satoshi （ = 0.00000001

LTC）

1ONT 0.00000001 QTUM 小数点以下18桁（decimals−

18）

全て可 全て可 全て可 全て可

− − なし なし

− − − なし

あり あり あり あり

− − なし なし

− − − −



価値連動する資産等の内容

価値連動する資産との交換の可否

価値連動する資産との交換比率

価値連動する資産との交換条件

その他の付加価値（サ−ビス）の有無

付加価値（サ−ビス）の内容

過去3年間の付加価値（サ−ビス）の提供状況

発行者

発行主体の名称

発行主体の所在地

発行主体の属性等

発行主体概要

【

連

動

す

る

資

産

の

有

無

等

】

【

付

加

価

値

】

【

発

行

状

況

】

− − − −

− − − −

− − − −

− − − −

− あり あり なし

− ONTをステ−クすることでコン

センサスアルゴリズムへ参加

し、報酬を得ることが可能であ

る

Ethereumネットワ−ク上で動作

しているスマ−トコントラクト

と互換性のあるスマ−トコント

ラクトが動作可能

−

− ステ−キングサ−ビスが提供さ

れている

問題なく付加価値を提供してい

る

−

− プログラムによる自動発行 あり 不特定多数の利用者が担保資産

をもとに発行

プログラムによる自動発行 Ontology Foundation Qtum Chain Foundation Ltd. −

− 2 VENTURE DRIVE #11−31

VISION EXCHANGE

SINGAPORE 608526

シンガポ−ル（SG 079027

Singapore Singapore 100 TRAS

STREET #16−01 100 AM）

−

− − 非営利団体 −

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理

Ontology FoundationはONT利

用者及びエコシステムを拡大

し、ネットワ−クの価値を高め

ることを目的とする団体であ

る。

2016年に設立されたシンガポ−

ルに本社を置く非営利団体であ

り、元アリババのエンジニア

だったPatrick Dai がCEOを務め

る

−



発行暗号資産の信用力に関する説明

発行方法

発行可能数

発行可能数の変更可否

【

発

行

状

況

】

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み

・ブロックチェ−ンによる保

有・移転管理台帳による記録管

理と重層化した暗号化技術によ

る記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人

情報の秘匿性

Ontologyのネットワ−クが正常

に稼働していることやアプリケ

−ションが構築されていること

が信用力につながる。

ECDSA(secp256k1曲線)を用い

た暗号化技術により秘匿性を保

ちつつ、POSV3による合意形成

で管理台帳への記録更新を行っ

ている

DAIは、イ−サリアムのプラット

フォ−ムを利用して作られた

ERC−20ト−クンであるため、

技術的な安定性に問題はない。

また、実際にも、プログラム通

りに運営されており、記録者に

よる記録が継続され、市場で取

引されているという実績がある

分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

全部で10億ONTがジェネシスブ

ロック(1番最初のブロック)生成

の時点で発行済み

2017年3月16日のICO時に全量で

ある1億枚が既に発行されてお

り、毎年1%ずつ上限が増えてい

く仕組みとなっている

Vaultと呼ばれるスマ−トコント

ラクトを通じて不特定多数の利

用者が暗号資産を担保にDAIを発

行

84,000,000 LTC 1,000,000,000 ONT 上限は107,822,406 QTUM

参照：

https://coinmarketcap.com/cur

rencies/qtum/

−

可 可 可 −



変更方法

変更の制約条件

発行済み数量

今後の発行予定または発行条件

【

発

行

状

況

】

発行プログラムの変更 プロトコルの変更 発行プログラムの変更 −

− 保有者達にとって追加発行は既

に保有している分の価値が薄ま

ることを意味するため、保有者

であり記録者であるプレ−ヤ−

を納得させる十分な理由が必要

となる

プロポ−ザルの提出、プログラ

ム修正、Adminらによるガバナ

ンス投票の実施

−

65,799,340 LTC 1,000,000,000 103,713,908 QTUM（2021/9/8

時点）

参照：

https://coinmarketcap.com/cur

rencies/qtum/

5,145,378,434.55 DAI

・採掘者は1ブロック発掘するご

とに12.5 LTCが与えられる

・この数は約4年ごとに半減する

（840,000ブロックごと）

１回目: 2015年8月26日、２回

目: 2019年8月5日

・Litecoinネットワ−クでは、

Bitcoinのおおよそ4倍の量の暗

号資産、約840,000,000枚の

Litecoinが生成される事になる

なし 年毎のインフレ−ションレ−ト

は1%

2021年9月現在、1ブロックを発

行するごとに1QTUM発行

4年毎に半減期を迎える（次回は

2021年12月）

なし



過去３年間の発行状況

過去３年間の発行理由

過去３年間の償却状況

過去３年間の償却理由

発行者の行う発行業務に対する監査の有無

監査を実施する者の氏名又は名称

直近時点で行われた監査年月日

直近時点における監査結果

ブロックチェ−ン技術の利用の有無

【

発

行

状

況

】

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

− 1,000,000,000 2017年3月、ICO時に1億QTUM

が発行され、それ以降ブロック

高5,001から844,999までは1ブ

ロックごとに4QTUM、ブロック

高845,000（2021年4月30日）以

降は1ブロックごとに1QTUMの

報酬が発行されている。

発行済数量に等しい

− − 分散型の価値保有・価値移転の

台帳デ−タ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行

不特定多数の利用者の需要によ

る

− − − 不明

− − − 不特定多数の利用者の需要によ

る

− − − なし

− − − −

− − − −

− − − −

あり あり あり あり



ブロックチェ−ンの形式

ブロックチェ−ン技術を利用しない場合には、そ

の名称

利用するブロックチェ−ン技術以外の技術の内容

価値記録公開/非公開の別

保有者個人デ−タの秘匿性の有無

秘匿化の方法

価値移転認証の仕組み

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明

パブリック型 パブリック型

VBFT形式のPoSの独自コンセン

サスアルゴリズムを採用

パブリック型 パブリック型ブロックチェ−ン

− − − −

− − − −

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号デ

−タを記録者が解読し、利用者

および移転内容の真正性を確認

して価値移転記録台帳の記録を

確定する

ブロックチェ−ンが60000ブ

ロック進むごとに、記録者候補

の中から提案、検証、承認の

フェ−ズごとにランダムに複数

の記録者が選ばれ、選ばれた記

録者はトランザクションの整合

性を確認し合意形成を行いブ

ロックを生成する

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号デ−タを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真

正性を確認して価値移転記録台

帳の記録を確定する

EthereumのPoSに則って価値の

移転が認証されている（台帳形

式。価値移転認証を求める暗号

デ−タを記録者が解読し、利用

者および移転内容の真正性を確

認して価値移転記録台帳の記録

を確定する）

公開 公開 公開 公開

あり あり あり あり

公開鍵と秘密鍵による暗号化 − 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

オ−プンネットワ−クの脆弱性

に対し、暗号により連鎖する台

帳群（ブロックチェ−ン）およ

び記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを

用い、多数の記録者のネットワ

−クへの参加を得ることによっ

て、デ−タ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する

ネットワ−クの記録者になるに

は、最低1万ONTをステ−クす

る必要があるうえ、candidate

nodeになるにはステ−ク量が上

位343位に、register nodeとな

るためには上位15位に入る必要

がある。この為記録者にとって

は保有通貨の価値が下がること

は行わない動機が働く。

オ−プンネットワ−クの脆弱性

に対し、暗号により連鎖する台

帳群（ブロックチェ−ン）およ

び記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを

用い、多数の記録者のネットワ

−クへの参加を得ることによっ

て、デ−タ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

オ−プンネットワ−クの脆弱性

に対し、暗号により連鎖する台

帳群（ブロックチェ−ン）およ

び記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを

用い、多数の記録者のネットワ

−クへの参加を得ることによっ

て、デ−タ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する



記録者の数

記録者の分布状況

記録者の主な属性

記録の修正方法

【

価

値

移

転

の

記

録

者

】

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明

マイニングプ−ルの数は約20だ

が、誰でも自由に記録者になる

ことができるため、総数につい

ては特定できない。

また、ハッシュレ−トが1％以上

のマイニングプ−ルは11であ

る。

参考

https://chainz.cryptoid.info/ltc

/#!extraction

14（コンセンサスノ−ドの数） https://qtum.org/en/product/n

odemap

https://beaconscan.com/valida

tors

世界中に分布 世界中に分布 主にアメリカ合衆国、韓国 不特定

マイニングプ−ルが主流 ONTをステ−キングしている人

たちが記録者

不特定、誰でも自由に記録者に

なることができる

ERC−20ト−クンであるため

Ethereumのマイナ−（記録者)

と同一（Ethereumの記録者に必

要な設備さえあれば、誰でも自

由になることができる）

− 記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う

記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う

ブロックに記録された後は修

正・変更は行われない



記録者の信用力に関する説明

価値移転の管理状況に対する監査の有無

監査を実施する者の氏名又は名称

直近時点で行われた監査年月日

その監査結果

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無

統括者の名称

統括者の所在地

統括者の属性

統括者の概要

【

価

値

移

転

の

記

録

者

】

記録者が多数であることによっ

て、個々の記録者の信用に頼ら

ない仕組みを構築しているた

め、価値喪失の可能性はない

60000ブロック進むごと提案、

検証、承認のフェ−ズごとに複

数の記録者がランダムに変更さ

れるため、悪意をもった記録者

が結託することは難しい仕組み

となっている

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのも

のを信用の基礎としている

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによっ

て、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのも

のを信用の基礎としている

− − なし なし

− − − −

− − − −

− − − −

−

− あり なし なし

− Ontology Foundation − −

− 2 VENTURE DRIVE #11−31

VISION EXCHANGE

SINGAPORE 608526

− −

− − − −

− Ontology Foundationはシンガ

ポ−ルに本部を置き、ONT利用

者及びエコシステムを拡大し、

ネットワ−クの価値を高めるこ

とを目的とする団体。

− −



保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項

価値移転ネットワ−クの脆弱性に関する特記事項【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用い

ることによって、記録台帳を改

竄すること発行プログラムを改

変することができる

VBFTコンセンサスアルゴリズム

では、承認作業に参加するノ−

ドをランダムに選択することに

よって、ネットワ−ク攻撃への

耐性を向上さセ−ル。また、

ネットワ−ク分離が発生しチェ

−ンが分岐するリスクに対して

も、検証可能なランダム関数

(VRF)コンセンサスエンジンに

より、悪意のあるフォ−クを維

持し続けることは非常に困難ま

たは不可能となり、すぐに消滅

する。

メインネットワ−ク上で多数の

記録者が結託することで記録台

帳を改竄することができる

記録者が結託する、もしくは単

独でその時点における計算能力

の半分を上回る計算能力を得る

ことができたら、記録の変更が

可能である（51％攻撃など）

第三者に秘密鍵を知られた場合

には、利用者になりすまして送

付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合

には、利用者になりすまして送

付指示を行うことができる。

第三者に秘密鍵を知られた場合

には、利用者になりすまして送

付指示を行うことができる

第三者に秘密鍵を知られた場合

には、利用者になりすまして送

付指示を行うことができる



発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する

特記事項

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

− なし なし 発行者が破たんした場合は、資

産の利用価値が著しく低下する

恐れもあるが、自発的に参加す

る開発者によってプロジェクト

が継続され、価値喪失にまでは

至らない可能性もある。



価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性

に関する特記事項

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

− − − ERC−20ト−クンであるため、

記録者はEthereumと同一であ

る。記録者の大多数が破たんし

た場合は正しい記録が行われな

いリスクや価値移転が記録され

ないリスクに直面し、価値が喪

失する可能性はあるものの、ご

く一部の記録者の破たんでは

ネットワ−クに問題はないもの

と思われる。この点、Ethereum

の記録者は十分に分散している

ため、一度に破綻するような事

態は想定しにくい



移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

・一旦、分岐したブロックの一

方が否決された場合、否決され

たブロックに収録された取引は

再び認証を得なければ、次の送

金が行なえなくなる

・記録者の目に留まらず、未承

認デ−タのまま放置される恐れ

あり

なし ERC−20ト−クンであるため、

処理能力はEthereumに依存す

る。Ethereumの処理能力を上回

る取引がブロックチェ−ン上で

行われた場合、もしくは、記録

者の数や処理能力が極端に低下

した場合には、遅延が生じる可

能性がある

現時点ではプログラムが適正に

機能し、所有デ−タの改竄、同

一のLitecoinの異なる者との取

引、複数の所有者が同一の

Litecoin を同時に保有する状況

などの不適切な状態に陥ること

を排除しているが、未検出のプ

ログラムの脆弱性やプログラム

更新などにより新たに生じた脆

弱性を利用し、デ−タが改竄さ

れ、価値移転の記録が異常な状

態に陥る可能性がある。

現在発見されていない脆弱性を

悪意のある攻撃者に突かれた場

合、他の仮想通貨と同程度の一

定のリスクは存在する。

未検出のプログラムの脆弱性や

プログラム更新などにより新た

に生じた脆弱性を利用し、デ−

タが改竄され、価値移転の記録

が異常な状態に陥る可能性があ

る

他の暗号資産と同様に、現時点

でまだ発見されていない脆弱性

を悪意のある攻撃者に突かれる

一定のリスクは存在するもの

の、現状は正常に稼働している



過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に

関する特記事項

非互換性のアップデ−ト(ハ−ドフォ−ク）の状

況

今後の非互換性アップデ−ト予定

正常な稼働に影響を与えたサイバ−攻撃の履歴

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

・2016年、Cryptsy交換所（倒

産）がハッキングを受け、

100,000,000円相当のLTC

（300,000 LTC）が盗難に遭っ

た事例がある

・BTCとは異なり、すべての

LTCがホットウォレットで管理

されていたとされる

− − なし

− − − ETHとETCに分かれるハ−ド

フォ−クが起きている

− − − なし

− − − The DAO事件が起こっている

（2016年6月）



価格デ−タの出所

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：

＄1.000.000）

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：

￥100.000.000）

ドル/円計算レ−ト

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位

は百万円）

備考

【

流

通

状

況

】

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/coi

ns/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/coi

ns/

出所：CoinMarketCap

URL：

https://coinmarketcap.com/coi

ns/

出所：CoinMarketCap

https://coinmarketcap.com/coi

ns/

$55.59 $0.71 $11.59 $1.00

¥5,823.00 ¥78.40 ¥1,277.64 ¥138.50

１ドル/104.757円（2020年10月

31日基準）

1ドル/110円（2021年7月5日基

準）

1ドル/約110円（2021年9月8日

基準）

138.5円/ドル（2023年1月27日基

準）

9,355 − 442,753 非公開

Ontology Foundationが一部当

社マ−ケティング費用を負担す

る

Qtum Chain Foundationが一部

当社マ−ケティング費用を負担

する

出所：CoinMarketCap



日本語の名称

現地語の名称

呼称（日本語の名称と同じ場合は−表記）

ティッカ−コ−ド（シンボル）

発行開始（年、月、日）

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000）

時価総額（円基準、例：￥100.000.000）

主な利用目的

利用制限の有無

海外流通の有無

国内流通の有無

店舗等の利用制限の有無

利用制限を行う者の属性

利用制限の内容

取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日

【

基

礎

情

報

】

フレア

3月10日

フレア

Flare

−

FLR

2022年7月14日（メイン

ネットローンチ）

$386,730,770

51,938,830,106円

FXRP（Flare Networks上

のXRP）発行時の担保、

Flare Time Series Oracle

(FTSO)データ提供者へのデ

リゲート報酬、ガバナンス

参加

なし

あり

あり

なし

ー

ー



法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２

号の別　例：第1号）

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名

称

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有

無および名称

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求

権）

支払請求（買取請求）による受渡資産

【

基

礎

情

報

】

一般的な性格 Flare（旧Spark）は

Avalancheプロトコルを

ベースに開発されたFlare

Network上で、ガバナンス

投票、取引手数料の支払

い、ステーキング、に利用

可能なネイティブトークン

である。

第1号

−

なし

なし

−



発行者が保有者に付与するその他の権利

発行者に対して保有者が負う義務

価値の決定

交換（売買）の制限

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織

の形態

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別

保有・移転記録の秘匿性

利用者の真正性の確認

【

基

礎

情

報

】

2023年1月に配布予定の

15%のAirDropが行われ、残

りの85%をWrapしたトーク

ン保有者に対して36カ月に

渡って配布する予定。

https://flare.network/fip01

/

なし

保有者間の自由売買による

なし

パブリック型ブロック

チェーン

公開

保有・移転の記録は公開さ

れているが、移転記録上の

トランザクションやアドレ

スから個人を特定をするこ

とはできない。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗

号化技術により、利用者本

人が発信した移転データと

特定し、記帳する。



価値移転記録の信頼性確保の仕組み

誕生時に技術的なベ−スとなったコインの有無と

その名称

（アルトコインのみ）

取引単位の呼称

保有・移転記録の最低単位

交換可能な通貨又は暗号資産

交換制限

制限内容

交換市場の有無

価値が連動する資産等の有無

価値連動する資産等の名称

【

連

動

す

る

資

産

の

有

無

等

】

【

取

引

単

位

・

交

換

制

限

】

【

基

礎

情

報

】

Avalanche Consensus

AVAX

FLR

0.000000000000000001

FLR

全て可

なし

−

なし

なし

−



価値連動する資産等の内容

価値連動する資産との交換の可否

価値連動する資産との交換比率

価値連動する資産との交換条件

その他の付加価値（サ−ビス）の有無

付加価値（サ−ビス）の内容

過去3年間の付加価値（サ−ビス）の提供状況

発行者

発行主体の名称

発行主体の所在地

発行主体の属性等

発行主体概要

【

連

動

す

る

資

産

の

有

無

等

】

【

付

加

価

値

】

【

発

行

状

況

】

−

−

−

−

あり

FLRは、他ネットワークの

トークンをトラストレスに

Flareネットワーク上で発行

するための担保として使用

できる。

ー

あり

Flare Foundation

Netherlands, Keizersgracht

391A, 1016 EJ Amsterdam

非営利団体

Flare Foundationは、Flare

エコシステムの成長と分散

化の推進に対して責任を負

う非営利団体。



発行暗号資産の信用力に関する説明

発行方法

発行可能数

発行可能数の変更可否

【

発

行

状

況

】

・多数の記録者による多数

決をもって移転記録が認証

される仕組み

・ブロックチェーンによる

保有・移転管理台帳による

記録管理と暗号化技術によ

る記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公

開

Flare Networkでは、メイン

ネットローンチ時に1,000億

FLRが発行された。

上限なし

可能



変更方法

変更の制約条件

発行済み数量

今後の発行予定または発行条件

【

発

行

状

況

】

ガバナンス投票

ガバナンス投票は議題に

よってSimple Majority、

Super Majority、Super

Super Majorityの3つの段階

に分類される。また、段階

に応じて定足数と可決に必

要な投票率が定められてい

る。FLRの追加発行はSuper

Super Majorityに分類さ

れ、80%の定足数と投票率

70%が可決の条件となって

いる。

100,559,787,198 FLR

参照：

https://coinmarketcap.co

m/ja/currencies/flare/

ガバナンスによって決定さ

れたインフレ率に基づいて

オラクル情報提供者に対し

て付与される。



過去３年間の発行状況

過去３年間の発行理由

過去３年間の償却状況

過去３年間の償却理由

発行者の行う発行業務に対する監査の有無

監査を実施する者の氏名又は名称

直近時点で行われた監査年月日

直近時点における監査結果

ブロックチェ−ン技術の利用の有無

【

発

行

状

況

】

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

100,559,787,198 FLR

参照：

https://coinmarketcap.co

m/ja/currencies/flare/

初期発行、オラクル情報提

供者への報酬

現在の焼却状況は不明だ

が、トランザクション手数

料は焼却される設計となっ

ている。

−

なし

-

-

-

あり



ブロックチェ−ンの形式

ブロックチェ−ン技術を利用しない場合には、そ

の名称

利用するブロックチェ−ン技術以外の技術の内容

価値記録公開/非公開の別

保有者個人デ−タの秘匿性の有無

秘匿化の方法

価値移転認証の仕組み

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明

パブリック型

-

-

台帳形式。価値移転認証を

求める暗号データを記録者

が解読し、利用者および移

転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を

確定する

公開

あり

公開鍵と秘密鍵による暗号

化

Flareネットワークは、ノー

ドとして誰でも簡単に参加

することができ、完全に独

立した意思決定者として価

値移転認証を行うことがで

きる



記録者の数

記録者の分布状況

記録者の主な属性

記録の修正方法

【

価

値

移

転

の

記

録

者

】

【

価

値

移

転

記

録

台

帳

に

係

る

技

術

】

価値移転ネットワ−クの信頼性に関する説明

5団体

https://twitter.com/FlareN

etworks/status/158600436

1578221568

5団体

https://validators.towolabs

.com/

Flare Networkの記録者は

Flare Time Series Oracle

（FTSO）と呼ばれるオラク

ルにデータ提供を行う者で

ある。

一定の要件を満たすことで

ノードとして誰でも参加す

ることができる。

取引が一旦記録されると、

取引は変更することができ

ない。承認された送金は

キャンセルすることができ

ないので、その送金を無効

とするためには反対の取引

を別途行う必要がある。そ

れらの履歴は全てブロック

チェーン上に記録される。



記録者の信用力に関する説明

価値移転の管理状況に対する監査の有無

監査を実施する者の氏名又は名称

直近時点で行われた監査年月日

その監査結果

（統括者に関する情報）

記録者の統括者の有無

統括者の名称

統括者の所在地

統括者の属性

統括者の概要

【

価

値

移

転

の

記

録

者

】

記録者は一定の要件を満た

すことで誰でも参加するこ

とができる。また、記録者

は個別に信頼できるノード

を選択できるため、ビザン

チン耐性が高いと言える。

あり

Trail of Bits

44743

ー

-

なし

-

-

-

-



保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項

価値移転ネットワ−クの脆弱性に関する特記事項【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

価値移転ネットワークの仕

組み対して、ノードのFLR

の保有数や担保数は直接的

に関係していないため、

51%攻撃やシビル攻撃耐性

を有する。また、各ノード

は事前に信頼できないノー

ドを決定することによっ

て、万一ノードにネット

ワーク障害が発生した場合

であっても価値移転ネット

ワークを問題なく行うこと

ができる。

暗号資産の保有情報にあた

る公開鍵や秘密鍵は暗号化

されるため、個人を特定す

ることはできないものの、

第三者に秘密鍵を知られた

場合には、利用者になりす

まして送付指示を行うこと

ができる。防止策として秘

密鍵の管理者は自己の責任

で厳重に管理する必要があ

る。



発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する

特記事項

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

発行者であるFlare

Foundationが破たんした場

合、開発遅延を含む混乱が

生じることから短期的な価

格への影響が考えられる。

しかし、基本的にはFlare

FoundationはFLR保有者に

よるガバナンスの決定に基

づいて開発を主導するのみ

に留まるため、FLRの価値

と開発者の存在に相関関係

はなく、価値喪失にまでは

至らない可能が考えられ

る。



価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性

に関する特記事項

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

記録者の大多数が破たんし

た場合、正しい記録が行わ

れないリスクや価値移転が

記録されないリスクに直面

し、価値が喪失する可能性

がある。しかし、記録者に

は一定の要件を満たすこと

で誰でもなることができる

ため、記録者が一度に破た

んするような可能性は低い

と考えられる。また、一部

の記録者のみの破たんでは

ネットワークに問題は生じ

ない。

具体的なブロック承認や記

録を行う仕組みとして、

The Flare Consensus

Protocol（FCP）が採用さ

れている。FCPでは、ネッ

トワーク上のノードは完全

に独立した意思決定者とし

てランダムにトランザク

ションを引き受け、そのト

ランザクションの承認また

は非承認を決定する。その

後、ネットワークの他の

ノードがこの決定に同意す

るかどうかの投票を行い、

クォーラム（必要な最低限

の投票数）に達すると価値

移転認証が行われる。



移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特

記事項

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

Avalanche Consensus TOS

は4500以上とされている。

また、一般的なPoSではバ

リデーターの数が増加する

と検証回数も増加するため

遅延が発生する場合がある

が、Avalanche Consensus

ではトランザクションの並

列処理が行われるため、バ

リデーターの増加による遅

延は発生しない。

ブロックチェーン上にデプ

ロイされたコントラクト

コードに脆弱性があった場

合、資金の意図しないロッ

クや紛失等のリスクが発生

する可能性がある。また、

プログラムの不具合をつい

た攻撃によるリスクがあ

る。



過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に

関する特記事項

非互換性のアップデ−ト(ハ−ドフォ−ク）の状

況

今後の非互換性アップデ−ト予定

正常な稼働に影響を与えたサイバ−攻撃の履歴

【

暗

号

資

産

に

内

在

す

る

リ

ス

ク

】

ー

ー

ー

ー



価格デ−タの出所

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：

＄1.000.000）

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：

￥100.000.000）

ドル/円計算レ−ト

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位

は百万円）

備考

【

流

通

状

況

】

出所：CryptoCurrency

Market Capitalizations

https://coinmarketcap.co

m/ja/currencies/spark-

flare/

$0.03

¥4.28

1ドル/134.84円（2023年3

月10日基準）


